
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関

の
里 

２
つ
の
組
織
は
、
地
域
の
活
動
拠
点
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
そ
ば
の
提
供
を
目

指
し
、
農
産
物
の
加
工
・
販
売
を
行
う
地
区
や
廃

校
を
活
用
し
た
そ
ば
屋
な
ど
を
視
察
し
、
運
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
っ
た
。 

平
成

30

年
に
は
「
農
家
の
コ
ミ
セ
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
関
の
里
」
を
オ
ー
プ
ン
。
自
分
た
ち
で
栽
培

す
る
そ
ば
を
使
用
し
た
手
打
ち
そ
ば
や
、
地
元
で

採
れ
た
山
菜
・
野
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
を
提
供
し
て

い
る
。
近
年
は
、
年
間
約
２
千
人
が
訪
れ
る
地
域

の
活
性
化
と
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。 

案内マップ 

米
沢
市
関
地
区
は
、
山
形
県
の
最
南
端
に
位
置
し
て
お
り
、
天
元
台
高
原
や
白

布
温
泉
な
ど
の
豊
か
な
自
然
や
、
伊
達
政
宗
の
家
臣
で
関
地
区
が
生
誕
地
と
し
て

知
ら
れ
る
支
倉
常
長
の
歴
史
資
料
館
な
ど
、
魅
力
的
な
地
域
資
源
が
あ
る
。 

平
成

28

年
、
関
地
区
で
は
地
域
の
活
性
化
や
地
区
外
と
の
交
流
の
拡
大
を
ど

う
進
め
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
魅
力
の
再
発
見
と
課
題

解
決
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
関
地
区 

元
気
な
地
域
づ
く
り
大
会
」
を
３
回

に
わ
た
り
開
催
。
幼
児
か
ら

80

歳
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
が
約

90

名
参
加
し
、

中
山
間
地
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
そ
ば
の
栽
培
や
特
産
物
の
加
工
・
販
売
な

ど
、
地
域
の
未
来
を
描
い
た
夢
の
あ
る
提
案
が
出
さ
れ
た
。 

こ
の
話
合
い
を
契
機
に
、
提
案
を
実
践
に
移
す
組
織
と
し
て
「
大
樽
会
」
と
「
し

ゃ
じ
ん
の
会
」
が
立
ち
上
が
り
、
住
民
主
体
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

   最
上
川
源
流
の
里 

関 せ
き 

せ
き 

農
家
の
レ
ス
ト
ラ
ン 

オ
ー
プ
ン
へ 

は
せ
く
ら
つ
ね
な
が 

お
お
た
る 

ワークショップの様子 

 

自慢の食材と 

協働活動でにぎわいを創出 

農
家
の
コ
ミ
セ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン 

１２ 

だ
て
ま
さ
む
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そば打ち 

営業当日、約 60 食分の

そば打ちを行う。打ち立て

を提供するのが売り。                        

 

大 樽 会 

大樽会はそば打ち名人の集まり！ 

中山間直接支払の集落協定を中心

に耕作放棄地だった場所でそばを栽

培。自分たちでそば粉から作っているこ

とが誇りです。 

地区に流れる 

「大樽川」が由来 

遠藤竹美さん 
たけみ 

そば打ち体験 

地区の児童を対象に 

そば打ち体験による世代

間交流を実施。                   

地区の農家が中山間地で 

栽培したそば粉を100%使用！ 

自慢のメニュー 

旬の食材を使った 

サクサク♪の山菜の天ぷら 

コミセンレストラン関の里 

                       

秋のそば祭り 

秋に開催する祭りではそ

ばの振舞いや採れたて野

菜を販売。 

餅づくり 

餅に使っているあんこは、

地区で栽培したあずきを

使用した自信作。 

みちこ 

 

地域の女性が集まり、最初はデ

ザート作りを行っていました。今は、

サイドメニューの天ぷらや餅を調理し

ています。地産地消にこだわって、活

動を進めています。 

しゃじんの会 
幻の山菜の 

名前が由来 

遠藤美智子代表 

5 月～11 月の第２・第４(土曜・日曜) 

11 時から 14 時まで 

場所：南原コミュニティセンター関分館 

（米沢市関 402-6） 

 

 

営 業 日 

 

※詳細な営業日については、５

月に南原コミュニティセンター

の HP で公開されるコミセンだ

よりをご覧ください。  

南原コミセン HP 

地区の人と盛り上がりながらコミセンレストランの活動をするの

が１番の楽しみ。福島県など県外から関地区のそばを求めるお

客さんに来てもらえると、やっていて良かったと感じます。 

運営者の平均年齢は 71 歳！中山間地のため鳥獣被害に苦慮しているが、こ

の活動のおかげで元気でいることができます。レストランをあと 10 年間継続すること

を目標に、皆さんにそばの提供を続けていきたいと思います。もちろん、地域の女性

や若者の参加も大歓迎です。ぜひ自慢のそばと天ぷらを食べに来てけろな！ 

活動のやりがいや今後の目標 

やすひろ 

本田康弘代表 
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